
公益社団法人 物理オリンピック日本委員会（JPhO）が主催する、第 22 回全国物理コンテスト「物理チャレンジ

2026」に戸山生 1 名が挑戦しました。 

第 1 チャレンジの総合コース（理論問題コンテスト＋実験課題レポート）にエントリーし、今年度の実験課題

「『紙ばね』の『ばね定数』を求めよう」に取り組んだレポートが高く評価され、見事「奨励賞」を受賞しました！ 

放課後の短い時間の中で試行錯誤を重ね、探究アドバイザーの大学生の助言を受けながら完成させた努力が実を結

びました。今号では、受賞した生徒の感想と、探究アドバイザーからの祝福コメントをご紹介します！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者の声 
今回の第 1 チャレンジでは、私は他のチャレンジャーと比べて実験を開始する時期が遅かったこともあり、

より深い実験や考察を行うことが出来なかった事が悔やまれますが、その中でも探究アドバイザーの方々や先

生の協力によってこのような成果を挙げることができ嬉しかったです。また、理論問題での試験では参考書な

どの持ち込みが許可されているとはいえ、高校で習う物理の全範囲から出題され、難易度が高い内容でした。

まだ全範囲を学習しきれていない自分としては難しい問題でしたが、試験までにできる限りの勉強をして挑

み、特定の分野ではよい点数を取れたと感じています。今回は残念ながら第 2 チャレンジへ進出することはで

きませんでしたが、私はこれからも物理の探究を続けていきたいと考えています。最後にこれまで研究に協力

してくださった先生方、探究アドバイザーの方々、ありがとうございました。 

 

探究アドバイザーの声 
 奨励賞の受賞、本当におめでとうございます！ 

彼の飽くなき探究心と絶え間ない努力が、今回の素晴らしい結果に結実したのだと感じています。サポート

してきた探究アドバイザーとして、大変誇らしく思います。 

私たち探究アドバイザーは、物理チャレンジをはじめとする活動に挑む生徒のサポートを行っています。今

回の受賞をきっかけに、「自分も挑戦してみたい」と思う生徒が増えてくれると嬉しいです。皆さんのチャレン

ジを心よりお待ちしています！（毎週金曜日の放課後、化学講義室に来ているので気軽に来てください！！） 
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